



看護職者の 自我同 一 性 と個人の 内的属性との 関係





看護職者の 自我同 一 性と個人の 内的属性との 関係に つ い て 調 べ た . 内的属性を自己没入, 共感,
抑う つ , 対人不安と した . 調査対象 は2 つ の 総合病院に就労する看護職者332名で あ る ･ 使用し
た 測定用貝は多次元自我同
一 性尺度, 自己没入尺度, 共感的配慮尺度, 自己評価式抑う つ 尺鼠
対人不安意識尺度で あ る. そ の 結果, 全体で み ると自我同
一 性と抑う つ と は負の相関が認 め られ
た
.
ま た自我同 一 性と対人不安と の 間に も負の 相関を示した. 人口学的背景別に見ると , 自我同
一 性と抑う つ と の 間に 関係がみ られ た の は女性群, 年齢24歳以下群
･ 45歳以上群, 経験年数20年
以上群, 職階別 の す べ て の 群, 専修学校群, 兄弟1人群 ･ 3人以上群, 友人数1人群
･ 2 - 3人
群, 4 - 5人群で あ っ た . さ らに , 自我同
一 性と対人不安と の 間に相関が見られ た群は , 女性群,
年齢別 の す べ て の群 , 経験年数7 - 9年以外 の す べ て の 群, 副師長
･ 主任群, 看護師群, 兄弟1
人以 上の す べ て の 群, 友人数の 1人群以外 の す べ て の 群で あ っ た. しかし, 自己没入と共感は自
我同 一 性と は相関を示さ なか っ た. また , 自我同
一 性に最も影響する個人の 内的属性 は対人不安
で あり, 次に抑う つ で あ っ た . 以上 の ことか ら看護職者の 自我同
一 性 は内的属性と関係の あ る こ
とが示さ れた .
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エ リ ク ソ ン は 同 一 性と い う概念を自己同 一 性と




一 性 の 手がかりとす るか に よ っ て , 家族同
一 性,
職業的同 一 性 , 社会的同 一 性等の 言葉が用い られ
て い る｣2'. 自我同 一 性 は自己同 一 性を統合した
も の と捉え られ 1), 同 一 性 の 獲得は生涯継続 して
い く3'. 同 一 性 の 達成とは ｢自分が進 む べ き 『道』
を見い だ し, そ の 生き方に積極的に参加で き る状
態｣
4) で あ る . 看護職 は患者 の 命と直面す る職場
環境に おか れて い るた め , 緊張感を伴い 責任も重
大で ある . そ の よ うな環境の 中で看護職者は専門
性を発揮し, 看護を実践 して い く ことが求め られ
て い る. そ の た め に は看護職者と して の職業的同
一 性を確立 し, 積極的に看護を行う姿勢を養わな
ければな らな い . ク レ ッ グは看護職ア イ デ ン テ ィ
テ ィ を看護師と の 自己 一 体意識と定義 し, ｢看護
師が職業的ア イ デ ン テ ィ テ ィ を確立す る こと は ,
看護の 質を向上 さ せ る1 つ の 方法で ある｣ と述 べ
て い る5). 看護師の 職業的同 一 性 の 重要性 に つ い
て杉村は ｢確立 した職業 ア イ デ ン テ ィ テ ィ が基盤
とな っ て仕事と して の よ い ケ ア を生み , そ れが相
手か らの 感謝や他者か らの評価を生み , 自己肯定 ･
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自己受容を高め , 結果と して職業ア イ デ ン テ ィ テ ィ
を包摂す る個と して の ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 成熟が
うながされる｣
6) と述 べ て い る . ま た高田ら7)は ,
学習 へ の 動機づ けは自我同 一 性 の 確立と関係が あ
る こと を報告して い る. 本研究で は看護職者の 自
我同 一 J隆と個人の 内的属性で ある自己没入, 共感,
抑う つ , 対人不安との 関係を明らかに する こ とを
目的と した .
次に 自我同 一 性と自己没入との 関係に つ い て文
献検討を行 っ た. ｢自己没入と は自分に つ い て考
えやすく , 自分 に つ い て 考え た らなか なかそ れが
止ま らな い と い う特性で あ る｣8). 山岸は ｢ 自我
同 一 性は自分ら しい と感 じられ る自分が他者一社
会か らも認め られ, 自分 の あり方と他者か らの 期
待や要請が 一 致した と き に経験さ れ る｣9)と述 べ
て い る . こ の よ うに自我同 一 性は社会 ･ 他者と の
関わり の 中で 形成されて い く た め , 自分の こ とに
注目し, 周囲と の 関わりを あま り取らず自己没入
に陥 っ て い る人は 自我同 一 性が発達で き ない もの
と推定で きる .
さ らに共感に つ い て検討 して み ると, デ ィ ゲ ィ
ス は ｢共感能力をも っ て い る人は , 思 い やり の あ
る, 他人中心的なス タイ ル を反映した行動を示す
こ と に な り , よ い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が で き
る｣10)と述 べ て い る . 看護職は対人関係が重要視
され る職業で あ る こ とから も共感性を も っ こと ば
重要で ある . 共感と自我同 一 性 の 関係 に つ い て ,
長谷川 は共感能力に関与す る条件の 1 つ と して 同
一 性 の 確立 をあげ , ｢健康で 安定 した 自己確立を
目指す人 は他者 の 苦悩 に共感する こ とで 成長す
る｣11) と述 べ て い る . ま た , ホ フ マ ン は個人的な
ア イ デ ン テ ィ テ ィ が獲得されると抽象的な種類の
共感的反応がで き る よ うに な ると論 じて い る 11).
｢ナ ー ス が患者 の 気持ち に共感する の は , ナ ー ス
自身の 独自な主体的行動で あ っ て , ナ ー ス は共感
して い る自分自身に気づ い て い る し, 共感して い
ると い う こ とを患者に 向けて 表明もで きる . こ の
よ うな意 味の 共感は , 同 一 性 (ide ntiry) に基づ
く行動で ある . 言 い 換え れば, 自我 の 確立 (ある
い は自我の 成長) に よ っ て初め て , 援助的な 意味
に お け る共感が可能に な る｣1 1) と も述 べ られ て い
る . ま た , 自己 へ の 覚知と共感に つ い て , ｢自分
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へ の 気づ きは , 相手に対する誠実さ に も っ なが っ
て い く . 自分を本当に認め るとい う こと は , 他者
に対 して も正直に対応で き るこ と の証 しだか らで
ある . こ の よう な対人関係の 体験を重ね る結果と
して , 自分自身の 価値基準も柔軟に な っ て い くで
あろ う し, 共感的な関係も発展 して い く で あろ
う. ｣11'と の 報告からも, 共感と自我同 一 性と は関
係が ある もの と推察で きる .
抑 う つ に つ い て の 研究 で は Abra m s o nら の
｢帰属理論｣ が ある . こ の 理論で は人が抑う つ に
な る の はもの ごとの 原因を何の せ い にするか によ っ
て決まる . 例え ば自分の 能力不足に よ り失敗 した
とい うよ うな内的 ･ 安定的 ･ 全般的に帰属 した場
合は , 無力感 は最 も強く なり , 逆に環境などの 外
的 ･ 不安定的 ･ 特殊的に 帰属する は ど無力感は弱
く な る8'
.
こ の こ と よ り, 自分の せ い だと内的に
帰属す る人は自己を受け入れ る こ とがで きず, 自
我同 一 性 の 発達に影響してく るも の と考え る . ま
た , Pys z czyn skiと Gree nbe rg の ｢抑 う つ 的自
己注目ス タイ ル 理論｣ に よ ると , ネ ガ テ ィ ブな状
況で自分を意識する ことが抑う つ に つ なが るこ と
を述･べ て い る
.
つ まり , ｢抑う つ 的な人が も っ 抑
う つ 的自己注目ス タ イ ル と は, ポ ジテ ィ ブな出来
事 の あと の 自己注目を避け, ネガ テ ィ ブ な出来事
の 後に 自己注目す ると い う こと で ある
. ｣8) こ の
よ うな状況で は自己の ネ ガ テ ィ ブな面に の み 意識
す るた め , 自我同 一 性 の 形成に望ま しく な い 影響
を与えて い る の かも しれな い .
対人不安とは ｢現実 の , あ る い は想像上の 対人
場面にお い て , 他者からの 評価 に直面したり, ら
しく はそ れを予測した りするこ とか ら生 じる不安
状態｣
12) と定義され て い る . 対人不安と自我同 一
性と の 関係に つ い て Ba nio n らは , ｢対人不安が
高い と自分を見な して い ると対人評価や不安に 関
す る手が か りに特別 の 注意を払う こ と に なり, 対
人関係で 自分が ど う受け とめ られ評価され て い る
か が気に な り対人不安 を促進す る｣13)と述 べ て い
る
.
こ の こ とか ら, 自己を対人不安が高 い と見な
す ことで対人不安も大きくな る こ とが予測され る.
ま た , 自我同 一 性 の 発達に は他者, 社会との かか
わ りが必要で あ る こ とか らも , 人と の 関係の 中で
自我同 一 性を確立で きて い る人は対人不安も少な
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い こ とが考え られ る .
以上の ことか ら, 次 の よ うな仮説を推定した .
1) 自己没入と自我同 一 性 は関係があ る .
2) 共感と自我同 一 性は 関係があ る .
3) 抑う つ と自我同 一 性は 関係が ある .
4) 対人不安と自我同 一 性 は関係が ある .




1 . 調 査対象
2 つ の 公立総合病院の 看護職者350名と した .
2
. 調査内容
自我同 一 性を従属変数, 自己没入 ･ 共感 ･ 抑う
っ ･ 対人不安を独立変数と し, こ れ らの 関係を調
べ た . ま た , 性, 年齢 , 経験年数, 職階, 看護教
育背景, 兄弟数 , 友人数等の 人口学的背景 の 違い
に よ る傾向も調 べ た .
3 . 測定用具
自我同 一 性 の 測定に は谷 の 多次元自我同 一 性尺
度14)を用 い た. ま た , 自 己没入の 測定 に は 坂本
の 自己没入尺度8)を, 共感は デ ィ ゲ ィ ス の 対人的
反応性指標 の下位尺度で ある共感的配慮尺度
15)を
用い た . さ ら に , 抑う つ の 測定に は, Zu ng の 開
発した尺度を福田 ･ 小林等が 日本版に した 自己評
価式抑う つ 性尺度16)杏 , 対人不安の 測定に は林 ･
小川の 対人不安意識尺度
17) を用い た .
4 . デ ー タ の 統計処理
偏相関係数, 標準偏回帰係数, 信頼性係数の 算
出に は統計 ソ フ ト SPSS10.OJ を使用 した .
5 . 調査方法
調査を依頼 した病院の看護部長の 承諾を受けて ,
看護職者 へ の 調査票の 配布を依頼 した . 倫理的配
慮と して , 調査票は無記名と し, プ ライ バ シ ー の
漏れ る こ と の な い 旨の 説明文を添付した . 調査の
主旨に同意が得られた人に は留置法で 調査票の 回
収を行な っ た . 調査期間は2 001年7月20 日- 7月
30 日 であ っ た .
結 果
1 . 調査票の 回収率と対象者の属性
調査対象者350名の うち, 回収数 は339名 (回収
率96.9%) で あり , そ の うち の 有効回答数 は332
名 (有効回答率97.9 %) で あ っ た . 対象者の 人口
学的背景は表1 に示した .
2
. 本研究で 使用 した尺 度の 信頼性
本研究に おい て 使用した 尺度 の Cr o nba ch
'
s α
係数を算出し信頼性を確認 した . 多次元自我同
一
性尺度 は0.918, 自己没入尺度0.899, 共感的配慮
尺度0.707, 抑う つ 性尺度0.787, 対人不安意識尺
度0.975で あ っ た .
3 . 対象者全体で み た自我同 一 性と個人の 内的属
性との 関係
表2 に は自我同 一 性と個人の 内的属性との 関係 ,
ならびに個人の 属性で あ る自己没入, 共感, 抑う
っ , 対人不安等 の どの 属性が最も自我同 一 性 に影
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自我同 一 性 と個人 の 内的属性との 関係
表2 自我同 一 性 と内的属性との関係
n - 332
属 性 偏相関係数 標準偏回帰係数
自 己 没 入 -0.011 -0.010
共 感 0.050 0.038
抑 う っ -0.263* * * - 0.260* * *
対 人 不 安 -0.431** * -0.468* * *
* * *
p<0.001



















0.115 0.064 -0.016 -0.008
0.359 0.261 0.032 0.025
-0.476 -0.344 -0.281* * * -0.255* * *
-0.381 -0.444 -0.410* * * -0.466* * *
* * *
p<0.001
PC: 偏相関係数(Pa rtical Co r r elatio n c o effic ent)
S P: 標準偏回帰係数(Sta nda rd Pa rticalr egr e ssio n co effic e nt)
表 4 年齢別にみ た自我同 一 性 と個人 の 内的属性 との 関係
n - 332
24歳以下群 25- 34歳群 35- 44歳群 45歳以上群


























































-0.148 -0.136 0.014 0.013 0.100 0.089
-0.024 -0
.019 0.086 0.070 0.120 0.089
-0.135 -0.124 -0.189 -0.197 -0.396* * * -0.411* * *







P C: 偏相関係数(Pa rtic al Co r r elatio n co effic e nt) S P: 標準偏回帰係数(Sta nda rd Pa rtical r egr e ssio n c o effic e nt)
表5 経験年数別 にみ た自我同 一 性 と個人 の 内的属性との 関係
n =332
3年以下群 4 - 6年群 7 - 9年群性･+_㍗
羊 幣 5歳以上璽



































0･116 -O1 80 -0･153 -0･342 -0.320 0.043 0.042 0.068 0.060
-0･062 0･088 0･069 -0･021 -0.016 -0.046 -0.039 0.140 0.102
10･346 -0･007 -0･006 -0･380 -0.324 10.208 10.222 -0.356* * *-0.365. . 辛







P C: 偏相関係数(Pa rtical Co r r elatio n c o effic e nt) S P: 標準偏回帰係数(Sta ndard Pa rtic al regr es sio n c o effic e nt)
- 性と抑う つ と の 間に負の 有意な相関が あり, 対
人不安と の 間に も負の 有意な相関を示 した . しか
し自己没入, 共感と の 問に有意な相関は み られ な
か っ た . 次 に自我同 一 性 に最も影響す る個人 の 内
的属性を標準偏回帰係数で み ると対人不安で あり ,
続 い て抑う つ の 順で影響 して い た .
4
. 性別に みた自我同 一 性と個人 の 内的属性との
関係
表3は性別に み た自我同 一 性と個人の 内的属性
と の 関係を示 した . 抑う つ と自我同一一 性と の 関係
をみ ると , 女性群に お い て 有意な負の 相関が み ら
れた . ま た対人不安と の 関係にお い て も有意な 負
の 相関が あ っ た . し か し自己没入 , 共感は 自我同
一 性とは相関が み られな か っ た . 次 に自我同 一 性
に最も影響 して い る属性に つ い て み る と , 女性群
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で は対人不安, 抑う つ の順で 影響して い た .
5 . 年齢別 にみ た自我同 一 性と個人の 内的属性と
の 関係
表 4 は年齢別に自我同 一 性と個人 の 内的属性と
の 関係を示 した . 自我同 一 性と抑う つ と の 関係を
み る と24歳以下群と4 5歳以上群で負 の相関が認め
られ た. ま た対人不安と自我同 一 性と の 関係をみ
るとす べ て の 群で有意な負の 相関が みられた . 吹
に 自我同 一 性に最も影響 して い る属性をみ る と24
歳以下群 は対人不安, 抑う つ の順で あり, 45歳以
上群で は抑う っ , 対人不安の 順で影響して い た .
6
. 経験年数別 に みた自我同 一 性と個人の 内的属
性との関係
表5 は看護職経験年数別に自我同 一 性と個人の
内的属性と の 関係を示した . 自我同 一 性と抑う っ
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表6 職階別にみ た自我同 一 性 と個人 の内的属性との 関係
n - 332
看護師長群 副師長 ･ 主任群 看護師群
p c sp p c S P P C S P
自 己 没 入 -0.348 -0.182 0.086 0･079 -0･058
-0･051
共 感 0.359 0.139 0.132 0.100 -0･014 -0･01
抑 う つ -0.887* * -1.174
* *
-0.307* * - 0･309* * -0･185* -0･180*
対 人 不 安 0.612 0.536 o.457
* * *








p c: 偏相関係数(Pa rtical Co r relatio n c o effic e nt)
s p: 標準偏回帰係数(Sta ndard Pa rticalr egr e ssio n co effic ent)
表7 看護教育背景別にみた自我同 一 性 と個人の 内的属性との関係
n - 332
大 学 群 短 大 群 専修学校群
p c s p p c SP P C S P
自 己 没 入 - 0.715 -1.104 0.080 0･076
-0･024 -0･021
共 感 0.499 0.459 -0.100 -0･075 0･078 0･060
抑 う つ -0.842 -0.645 -0.270 -0･303 -0･250
* * * -0･246* * *
-o.508* -0.437* * * -0.466
* * *






p c: 偏相関係数(Pa rtic al Co r r elation c o effic e nt)
s p: 標準偏回帰係数(Sta nda rd Partic alr egr es sio n c o effic ent)
表8 兄弟姉妹数別にみた自我同 一 性 と個人の 内的属性との 関係
n - 332
3人以上群無 群 1人群 2人群
sp p c SP P C S PP C S P P C
自 己 没 入 0.004 0.003 0･006
共 感 -0.216 -0.170 -0.096
抑 う つ -0.240 -0.267 -0･296
* *
対 人 不 安 -0.428 -0.488 -0･512
* * *
o.oo5 -0.025 -0.026 -0.050 -0.040
-o.o70 0.173 0.156 0.117 0.077
-o.296* * -0.177 -0.189 -0.361
* * * -0.329* * *
-o.512* * * -0.309* * -0.346* * -0.461





p c: 偏相関係数(Pa rtic al Co r r elatio n c o effic e nt) S P: 標準偏回帰係数(Sta nda rd Pa rtic al
regre s sio n co effic e nt)
と の 関係をみ ると経験年数20年以上群に お い て 負
の 相関があ っ た. ま た対人不安と の 間に は3年以
下群 , 4 - 6年群, 10 - 19年群, 20年以上群に お
い て 負の 相関を示した . しか し自己没入, 共感は
自我同 一 性とは相関がみ られな か っ た . 経験年数
20年以上群 の 自我同 一 性 に最も影響して い る属性
をみ ると , 対人不安, 抑う つ の 順で影響して い た .




の 関係を示した . 抑う つ と自我同 一 性と の 関係を
み るとす べ て の 群に お い て 有意な負の 相関が認 め
られた . ま た対人不安と自我同 一 性との 関係をみ
る と , 副師長 ･ 主任群, 看護師群に おい て有意 な
負の 相関がみ られ た . 次に自我同
一 性 に最も影響
して い る属性をみ ると副師長 ･ 主任群, 看護師群
に おい て は対人不安, 抑う つ の 順で 影響 して い た .




内的属性との 関係を示 した . 自我同
一 性と抑う つ
と の 関係をみ ると専修学校群で 有意な負の 相関が
あ っ た . また対人不安と の 間に は短大群, 専修学
校群で有意な負の 相関を示した . 次に 自我同
一 性
に最も影響 して い る属性に つ い て み ると専修学校
群で は対人不安, 抑う つ の順で影響 して い た .
9 . 兄弟姉妹数別に みた自我同 一 性と個人 の 内的
属性との関係
表8 に は兄弟姉妹数別に自我同 一 性と個人 の 属
性と の 関係を示した . 自我同 一 性 と抑う つ と の 関
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自我同 一 性 と個人の 内的属性との 関係
表9 友人数別にみた自我同 一 性 と個人の 内的属性との 関係
n - 332
9_A群 1人群 2
- 3人群 4 - 5人群 6人以上群





























































































- 0.026 -0.022 -0.189 -0.154 0.265 0.348
-0.052 -0.038 0.087 0.061 -0.060 -0.063
10.255* ' -0.236' * -0.461* * '-0.449* * * 0.152 0.169







P C: 偏相関係数(Pa rtic alCorr elatio n co effic e nt) S P‥ 標準偏回帰係数(Sta nda rd Pa rticalr egre s sio n co effic e nt)
係をみ ると 1人群と3人以上群で 有意な負 の相関
があ っ た . ま た対人不安と の 関係をみ ると 1人群,
2人群, 3人以上群で有意な負の 相関がみ られた .
次に 自我同 一 性に最 も影響して い る属性に つ い て
み ると 1人群, 3人以上 群で は対人不安 , 抑う つ
の 順で影響 して い た .
1 0. 友人数別 にみ た自我同 一 性と個人 の 内的属性
との 関係
表9 は友人数別に自我同 一 性と個人の 内的属性
と の 関係を示 した . 自我同 一 性と抑う つ と の 関係
をみ ると 1人群, 2 - 3人群, 4 - 5人群で 有意
な負 の相関がみ られた . ま た対人不安と の 関係を
み る と 0人群, 2 - 3人群 , 4 - 5人群, 6人以
上群で有意な 負の 相関を示 した . 次に自我同 一 性
に最も影響 して い る属性に つ い て み る と2 - 3人
群で は対人不安 , 抑う つ の 順で あり , 4 - 5人群
で は抑う つ , 対人不安の 順で影響 して い た.
考 察
1
. 自己没入 と自我同 一 性との 関係
自己没入と自我同 一 性とは 関係があ る と推定 し
た が , 本研究に お い て は関係がみ られ なか っ た .
Ca rv e rと Scheie rは 自己を公的自己 の 側面と私
的自己の 側面と に分 けて い る . ｢公的自己と は自
己の 容姿や振る舞い な ど他者か ら観察されう る側
面, 一 方私的自己と は感情, 動機, 思考, 態度 な
ど他者が直接観察で きな い 側面で あ る｣18'. 自己
没入の 強い 人 の うち特に こ の 公的自己の 強い 人は
他者を ある程度意識で き る が , 私的自己の 強い 人
は他者を あま り意識で き な い こ とが考え られ る .
こ の よ う に自己没入 の程度 は公的自己 と私的自己
の どちらが 強い か に よ っ て 自我同 一 性 の 確立 の 程
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度に も関わ っ てく る の か もしれない . した が っ て ,
自己没入全体で 自我同 一 性との 関係をみると相関
がみ られなか っ た も の と考える .
2 . 共感と自我同 一 性の 関係
当初, 共感と自我同 一 性 は関係が ある と推定 し
たが , 本研究で は関係がみ られなか っ た . ロ ジ ャ ー
ス , ト ロ ワ , カ ー カ フ , ガ ズ ダらは い ずれ も, 共
感性は発達す べ き人間の 潜在能力で あ ると考え て
い る
19)
. ま た ｢共感能力は , 生来的に そ の 人 に備
わ っ た も の だと い う人格特性とす る考えと, ス キ
ル と して の 共感能力があ る . 人格特性と して の共
感能力も変化す るもの で あ る の で 教育の 対象とな
りう る し, ス キ ル と して の共感能力は教育訓練に
よ っ て 身に つ く も の で あ る｣20). そ して 共感 ス キ
ル訓練 プ ロ グ ラ ム が実施さ れ て い る20) こ と等 か
ら, 共感性は訓練に よ っ て 養う こ とが可能で ある
こ とが理解で き, 共感 の 発達過程は自我同 一 性 の
そ れ らと違う の か も しれな い
. ま た , 長谷川 は
｢人間は 成長とと もに 変化 の プ ロ セ ス を歩む の だ
か ら, 共感能力に つ い て も, 決して 固定的で は な
く , さま ざま な経験 に よ っ て 磨か れ る は ず で あ
る
. ｣1 1) と述 べ て い る . こ の こ とか ら看護師は 日 々
の 患者との 関わり の 中で 共感を必要とす る経験を
して い く こ とで共感性が育まれて い き, そ れは 自
我同 一 性 の 確立の 有無に 関係せ ず養われ て い くた
め に , 共感と自我同 一 性の 関係がみ られ なか っ た
も の と考え る .
3
. 抑う つ と自我同 一 性との関係
仮説で推定 した よ う に , 抑う つ と自我同 一 .性と
は負の 相関を示 した . 性別で 見 る と, 男性群で は
相関が なか っ た が , 女性群 にお い て 相関が見られ
た . 抑う っ は男性よ り女性で 多く , 抑う つ と自尊
感情は 同様 な発達変化をた どり, 女性の 方が自尊
富山医科薬科大学看護学会誌 第5巻1号 2003
感情や自己概念が 低く な る こ と が報告 さ れて い
る
21)
. そ して , 自己像が低下 し, 自分を見失い ,
自分 の 存在 の 意義を見出せ なく な る
21) こ とが ,
自我同 一 性 の 確立に影響を及ぼすと考え られ る .
年齢別に見る と, 24歳以下群で負の相関が見ら
れ た
. 就職後 4 ヶ月日の 看護職 の 調査
6)に お い て
看護職が自分に合 っ て い ると感じる者はわずかで
あり, 大半が ｢患者の 急変時に機敏に行動で きな
い｣｢患者に迷惑をかける｣ ｢自分に合 っ て い な い｣
と答え , 自信をなく して い る . 知識や技術の 未熟
さ の 自覚ととも に ｢はた して (こ の 先) や っ て い
け る の か｣, ｢目前 の 仕事をこ なす の に精 一 杯で い
ま い ち光がみ え て こ な い｣ と時間的展望の せ ばま
りをかん じて い る . こ の よ うに若い 看護師は仕事
に余裕が ない こ とからく る心理 的な負担が抑う つ
状態となり看護師と して の職業的同
一 性も確立さ
れ に く い こ とが考えられ る . そ して , ｢ 新しい 職
場 - 就任後6 ヶ 月 - 3年 の 間に は , 個人は職務の
特性およ び自己 の能力を発捧で きる機会の 有無に
敏感に な り , 関心 は仕事に おける達成感 - の 獲得
- と移 っ て い く｣22)ことが報告され て い る . こ の
よう に少しず つ 職場に順応して い き自分 の で き る
こと をする なかで抑う つ も薄れて い き , 仕事を達
成して い く こ とで 同 一 性を確立させ て い くと考え
られ る . 以上の ことよ り24歳以下は職場に適応 し,
職業的同 一 性を獲得するた め の 段階的なプ ロ セ ス
を踏ん で い る過程 に ある ことか ら, 抑う つ , 自我
同 一 性とも に変化して お り負の 相関とな っ た も の
と考え る .
45歳以 上群 に お い て , 負 の 相関が み られ た .
Le vin s on は45- 55歳の 時期を, ｢こ れまで の 生き
方の 再検討や新た な方向の模索を終え , い く つ か
の 重要な選択を行な い , 新 しい 生活構造を作り上
げ る時期で あ る｣23'と述 べ て い る . こ れか らの 方
向性を見つ け出し進ん で い る時期で は 自我同
一 性
も確立で きて おり抑う つ 感も少な い た め , 負 の相
関にな っ た も の と考え る .
経験年数別に見る と, 20年以上群に お い て 負の
相関が認 め られ た . 自分の と っ た行動 に対し, 結
果が 得られな ければ無力感が生まれ , 抑う つ の 原
因とな る こ とが述 べ られて い る
8)
. 20年以 上で は
今ま で の 看護経験を統合して 看護 を行う こ と で ,
患者か ら良い 反応が返 っ てく る こ とが職業的同 一
性を高め ると共に抑う つ 感を少なく させ る こ とか
ら, 負の 相関にな っ たと考えられ る. ま た - ー シ ュ
ン ソ ン の 職業的発達で の 人生段階で は20年以上 は
専心従事期に あた り, 職業に お い て 自分の して い
る こ とが自分に と っ て どん な意義をも っ か考え る
時期で もあ る
24)
. 考 え る ことで 看護経験を統合さ
せ て い き職業的同 一 性 の確立を促して い くと考え
る. グ レ ッ グらは看護師が職業的ア イ デ ン テ ィ テ ィ
を確立するた め に経験す る プ ロ セ ス で は ｢仕事の
経験か ら(D 学び｣ ｢自己 の 看護実践 の 承認｣ 等7
段階を含み , 後者に つ い て は3 つ の サ ブカテ ゴ リ ー
と して 自分の ケ ア に よ る患者 ･ 家族の 肯定的変化
の 認知, 患者 ｡ 家族からの肯定的フ ィ ー ド バ ッ ク ,




こ の よ う な自己 の 看護実践 の 承認 は , あ
る程度 の経験年数を踏まな ければ経験で きな い た
め
, 20年以上群で の み相関がみ られ た もの と考え
る .
職階別に み る とどの 群に おい て も抑う つ と自我
同 一 性との 相関が見られた. 職階の 違い に よ り異
な らない こ とが示された.
看護教育背景別に みると , 専修学校群に の み負
の 相関が見られた . 国眼 は ｢専門学校生は大学生
に比 べ , モ ラ ト リ ア ム の 期間が短く , 仕事自体の
イ メ ー ジが十分に描けず に , ｢モ ラ ト リ ア ム｣ ｢拡
散｣ の 様相を示 して い る も の も少なく な い｣
6)と
報告して い る . 専門学校は大学よ り教育年数が短
い こ とか ら物事をじ っ く りと考える時間が短い た
め に , 就職して から困難な場面に遭遇す ると抑う
つ 状態に な り, 職業的同 一 性も確立 しにく い こ と
から負の 相関に な っ たも の と考える .
兄弟姉妹数別にみ ると , 1人群, 3人以上群 に
お い て 負の 相関が 見られ た . 自我同 一 性 の確立に
は , 自分は他者と は異な っ た独自な存在で あると
い う こ と を認め る こ とが必要で ある . 兄弟が い る
と自分と兄弟を比較をす るた め , 自分と違 う こ と
を認識し, 自分を意識す るた め に 自我同 一 性が発
達しやすい と考えられ る. ま た , 自分と兄弟の 違
い を感じ ると い う経験を して い ると他の 人と接す
る際に 自分と の 違い に気づ い て も肯定的に受 けと
め られ る こ とか ら抑う つ 感も少なく , 自我同 一 性
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と負の 関係に な っ たも の と考え る .
友人数1人群 ･ 2 - 3人群 4 - 5 人群に お い て
負の 相関が見られた. 自我同 一 性 の 発達に は, 他
者の 存在が必要で あ る. 友人が い るとそ の 関わ り
の 中で 自分を意識し自我同 一 性を確立させ て い く
こ とがで き, 一 方 で は友人との 関わりがあ る た め
抑う つ 感も少なく負の 相関に な っ た も の と考える .
4 . 対人不安と自我同 一 性との関係
仮説で 推定した よ うに , 対人不安と自我同 一 性
は負 の相関があ っ た.
性別 にお い て , 男性群で は関係が み られな か っ
た が, 女性群で み られ た . 山岸は ｢女性は自我同
一 性 の 達成と い う青年期 の 発達課題を , 男性の よ
うに抽象的な社会 の 中に 自分を位置づ ける こと よ
り, む しろ親密な他者と の 関係 の 中に自分を位置
づ け, 共同的関係的な世界を作 る こ とを通して な
そ うとす る｣15)と述 べ て い る . ま た , ジ ョ セ ル ソ
ン は女子で は同 一 性 の 強化と親密性 の深化と の 相
互性があ る こ とを見い だ して い る25). こ の よ うに
女性は , 対人関係を作る中で 自我同 一 性を達成さ
せ て い く こ とから , 対人不安との 問に負の 相関が
見られた もの と考え る.
年齢別で はす べ て の 群に お い て 対人不安と自我
同 一 性と の 間に負の 相関がみられた . こ の こと よ
り , 年齢の 違い に よ り異ならない こ とが明らかと
な っ た.
経験年数別にお い て は 7 - 9年群を除くす べ て .
の 群に お い て 相関が認 め られ た. 7 - 9年群は配
置換えを経験して い る人が多い こ とが考え られ る.
配置換えを経験 した看護職者は新人と同じよ うに
再び職場に適応する過程を踏み , ア イ デ ン テ ィ テ ィ
を獲得して い く必要に迫られ る ことが述べ られ て
い る 22)
.
そ の よ うない く つ か の 職場を経験 し, こ
れか ら自分の した い こ とを見っ け出して い く中の
7 - 9年群は , 職業的同 一 性が揺れ動い て い る時
期に あ るた め , 対人不安と の 関係が見られな か っ
た も の と考え る. ま た , 7 - 9年群は他群の 対象
人数に比 べ , 少な い こ とも関係が見出せ なか っ た
こ と に影響して い ると考え られ る .
職階別に み る と , 副 師長 ･ 主任群 , 看護師群で
は対人不安と自我同 一 性との 間に負の 関係が み ら
れ た
.
Schle nke rと Le ary は ｢対人 不安が 生 じ
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るため に はまず, 自己に つ い て の あ る印象を与え
たい (呈示したい) と願 っ て い る (動機づ け) 必
要が あ る｣26)と述 べ て い る . 副師長, 看護師群 は
職業的同 一 性を高めて いく段階に あり, 上司から
良い評価を得た い , 看護師と して の 自分を認め て
もらい た い と , 自我同 一 性を確立して い く ため に
も承認欲求が強ま る ことが対人不安を高め負 の相
関と な っ た と考え る .
看護教育背景別に お い て , 短大群, 専修学校群
で 負の 相関を示した. 短大や専修学校で は大学よ
り も教育年数が 1年短い ため , 葛藤したり , 苦闘
したりして 自己探求する余裕がな い ことが自我同
一 性の 確立に影響し, 対人不安も高ま るも の と考
え られる .
兄弟姉妹数別にみ ると , 無し群以外の す べ て の
群で負の 関係が見られ た . 兄弟が い る と兄弟と の
考え方の 違 い を経験 し, 自分自身を考え る機会と
なる ため に , 自己形成が促され る . そ して , 兄弟
と の 違い に気づく経験を して い る ため に兄弟以外
の 対人関係に おい て も対人不安があまり起こ らな
い こ とか ら, 負 の 関係に な っ たもの と考える .
友人数別にお い て も1人群を除くすべ て の 群で
負 の相関が認め られ た . 友人との 交友や集団活動
が他者と の連帯感の 形成, 社会的役割 の学習 ･ 価
値観の 形成な どを通 して , 安定した自尊感情や 自
分の 存在価値 の確認をも たらし, 自己の 確立 の契
機と な る こ とを説く者は 多い 27). こ の こ とか ら,
自我同 一 性は交友な ど他者と接する こ とか ら形成
され る た め , 自我同 一 性 の確立で きて い る人は対
人不安も少ない ため相関がみ られた と考え る .
結 論
看護職者332名に 自我同 一 性と個人の 内的属性
で ある自己没入, 共感, 抑う つ , 対人不安等と の
関係を調 べ た結果, 次 の こ とが 明らか に な っT=.
1 . 抑う つ と自我同 一 J性と は負の 相関がみ られた .
ま た , 人口学的背景別に おい て こ れら の 関係が
見 られた 群は , 女性群, 年齢24歳以下群 ･ 45歳
以上群, 経験年数20年以上群, 職階別 の す べ て
の 群, 専修学校群 , 兄弟1人群 ･ 3人以上群,




. 対人不安と自我同 一 性と は負の 相関がみ られ
た. ま た, 人口学的背景別にお い て これ らの 関
係が見られた群 は, 女性群, 年齢別の す べ て の
群, 経験年数 7 - 9年以外の す べ て の 群, 副師
長 ･ 主任群, 看護師群, 兄弟1人以上 の す べ て
の群, 友人数の 1人群以外の す べ て の 群で あ っ
た
.
3 . 自我同 一 性に最も影響す る個人 の 内的属性は
対人不安で あり, 次に抑う つ で あ っ た .
4
. 自己没入と共感は自我同 一 性と は相関がみ ら
れ なか っ た .
研究成果の 活用と限界
本研究結果は看護職者の自我同 一 性 の 発達を促
すため の基礎資料と して , ま た自我同 一 性に 関わ
る個人の 内的属性を教育 ･ 訓練 して い くた め の 資
料と して 活用で き るもの と考え る . しか し, 本研
究は男性数が少数で あ っ た こ と, 2 つ の 病院に お
ける調査で あ っ た こ とか ら, 対象数を増やして さ
らに検討 して い く必要が ある .
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